
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

農
村
地
域
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
を
理
由
に
、
農
業
を
続
け
て
い
け
る
か
、
農

地
を
守
っ
て
い
け
る
か
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。 

課
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、「
農
地
整
備
事
業
」
が
あ
る
。
ほ
場
の

大
区
画
化
や
用
排
水
施
設
、
地
下
か
ん
が
い
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
ほ
場
条
件
を

向
上
さ
せ
、
農
地
の
集
積
・
集
約
を
目
指
す
も
の
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
人
数
で
の

農
地
管
理
や
水
稲
作
業
の
省
力
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。 

省
力
化
に
よ
り
生
ま
れ
た
時
間
を
活
用
し
、
新
た
に
高
収
益
作
物
に
取
り
組
む
こ

と
で
収
益
の
向
上
が
見
込
め
る
。
農
地
整
備
事
業
な
ど
を
契
機
に
高
収
益
作
物
に
取

り
組
む
に
あ
た
り
、
そ
の
地
区
に
あ
っ
た
品
目
を
模
索
し
、
実
証
す
る
取
組
み
が
「
栽

培
実
証
ほ
調
査
事
業
」
で
あ
る
。 

 

高
収
益
作
物
へ
の
取
組
み 

６ 

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て 

 

高
収
益
作
物
に
取
り
組
む
際
に
、
品
目
選
定
、
栽
培
、
管
理
な
ど
の
知
識
・
技
術

が
な
い
状
態
で
は
収
益
に
繋
げ
る
の
が
困
難
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、「
栽
培
実
証
ほ
調
査
事
業
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
県
の
農
業
技
術
普
及
課

や
Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区
な
ど
の
支
援
の
も
と
、
新
た
な
品
目
栽
培
の
検
証
が
可
能
と

な
る
。
例
え
ば
、
高
収
益
作
物
が
気
候
や
土
壌
に
合
う
か
を
試
験
栽
培
し
、
そ
の
地

域
で
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
安
定
し
た
生
産
の
た
め
の
管
理
方

法
の
実
証
、
販
路
の
開
拓
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。 

 

庄
内
地
域
で
も
農
地
整
備
事
業
に
併
せ
て
、
多
く
の
地
域
で
「
栽
培
実
証
ほ
調
査

事
業
」
を
活
用
し
て
い
る
。
実
証
の
中
で
、
収
穫
や
出
荷
調
整
に
か
か
る
労
力
不
足
、

販
路
の
確
保
が
困
難
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
な
が
ら
も
、
農
業
収
益
の
向
上
や

技
術
の
向
上
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
高
収
益
作
物
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

未来ある農業に向けて 未来ある農業に向けて 
～栽培実証ほ調査事業を活用した取組み～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・赤紫色の見た目が特徴 

・普通のにんにくと比べ、

風味がよく、実も大きい 

野口
の ぐ ち

與惣右衛門
よ そ え も ん

さん 

 

池田
い け だ

隆
たかし

さん 

にらへの挑戦 

にんにくへの熱意 

にらの選別 

にらの収穫 

～鶴岡市金森目地区～ 耕作者の野口さんは、2 年前から 0.45ha の面積で加工用に

らの栽培実証に取り組んでおり、栽培技術の向上に手応えを感じ

ている。 

 

いま 

これから 

 農地整備事業の進行とともに、地区内

に高収益作物への取組みが浸透していく

ことを野口さんは期待している。「多くの担

い手で協力し、集落営農を目指して、高

収益作物に取り組めるようになりたい。」

と希望ある未来を思い描いていた。 

いま 
耕作者の池田さんは、遊佐町の在来種であ

る「紫六片（むらさきろっぺん）」というにんにく

を約60年にわたり栽培してきた。池田さんは紫

六片の作付規模を拡大し、遊佐町内に広めて

いくことで、栽培農家を増やし、紫六片を守って

いきたいと考えている。 

地下かんがいが整備されたほ場で用排水管

理を実証する事業１年目の令和６年は、

0.3haに種の植付けのみ行った。排水の良さを

実感しており、夏の収穫に期待を寄せている。 

これから 

池田さんは、岩手県の在来種であ

る、「八幡平バイオレット」の視察に行

きたいと語っていた。「知名度も高く、

品質もいいと聞く。栽培、管理、販売

方法を参考にしたい。」と更なる技術

向上を目指していた。 

にんにくの植付け 

～遊佐町大楯地区～ 

紫六片 

実証ほの様子 

関係組織との打合せ 

収穫機を使うことで収穫時間は短縮でき

たが、出荷条件であるにらの向きを揃えるた

めの選別、梱包作業に手間がかかっている。

いかに収益性を向上させるか、販路拡大も

含めて模索中である。 

 

７ 


